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研究成果の概要（和文）：　本研究では、アフリカに誕生した人類が世界中へと拡散する過程において、古くから海洋
適応を進めてきた地域として注目されるウォーラシア海域を対象に、この地域における人類の移住史や海洋適応の歴史
的プロセス、海洋資源を中心とする資源利用の実態を明らかにする目的より、現地での考古学的発掘調査を含む人類学
的研究を行ってきた。その結果、ウォーラシア海域の中でも北部に位置し、重要な移住ルートの一部として指摘されて
きた北マルク諸島において、洞窟遺跡と開地遺跡の２遺跡の発掘より、新石器時代から金属器時代における人類の海上
交易や移住に関する新たな考古学的データの収集と分析を行うことができた。

研究成果の概要（英文）： This research project aims to study and analyze the past human migration and mari
time adaptation process in the Wallacea region. By use of archaeological methods including excavation, the
 project conducted filed works in Eastern Indonesia, mainly in Northern Maluku Islands. During these resea
rches, two archaeological sits (cave site and open site) were excavated and I analyzed the excavated artif
acts mainly around the late Neolithic to the early Metal age to find the past human migration and maritime
 networks in the regions. Some data and outcomes were published and presented at some conferences in Engli
sh and Japanese.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 人類による東南アジア海域世界への進出
は、ジャワ原人で知られるホモ・エレクトゥ
スが活躍した時代までさかのぼり、年代的に
は約 200万年前との可能性も指摘されている。
これに対し、人類による東南アジア海域世界
からオセアニアへの最初の移住と植民は、
我々と同じ現生人類となる新人（ホモ・サピ
エンス）によって、約 5万年前頃に達成され
た可能性が、近年の考古学的研究で明らかと
なってきた。これは広大なオセアニアの中で
もアジアにもっとも近いオーストラリアと
ニューギニアへの植民であり、その前哨地と
して指摘されてきたのが、多くの島々からな
るウォーラシア海域であった。 
 この海域は水深の深い海よって囲まれ、海
面が最大で 150m 近く低下したとされる最終
氷河期にも陸続きとなることがなく、人類を
ふくむ多くの哺乳類のオセアニアへの東進
を阻んできた。これはジャワにおける人類の
出現期と、人類によるオセアニアへの最初の
移住期を単純に比較しただけでも明らかで
ある。すなわち、人類がオセアニアへと新た
に植民した事実は、人々がウォーラシア海域
を渡海できるだけの航海術や海洋文化を発
達させ、さらなる海洋適応を果たした成果だ
ったとも考えられる。また人類によるこうし
た海洋適応が起こった可能性がもっとも高
い地域が、その前哨地と考えられてきたウォ
ーラシア海域である。 
 すでに 5 万年前頃にはこの海域を越えて、
人類がオーストラリアやニューギニアに到
達していることを考慮するなら、まさにこの
ウォーラシア海域においてこそ、人類の海洋
適応が進んだ可能性が高い。ところがウォー
ラシア海域では、4 万年より古い遺跡が発見
されておらず、実際に海域内のどの辺りから
オセアニアへの移住が行われたのか、またそ
れ以前にどのような海産資源の利用や海洋
適応が起こったか、といった重要な問題が残
されたままであった。 
 同じような状況は、人類によるオセアニア
への第二の移住期に関わる考古学的研究に
も認められる。この第二の移住期は、約 3500
年前の新石器時代期におけるオセアニアへ
の植民であるが、言語学的には現在のオセア
ニアから東南アジア海域世界の一帯で話さ
れているオーストロネシア諸語を話すアジ
ア系集団（モンゴロイド）がその主体であっ
たと推測されている。 
 現在、この集団が東南アジア海域世界を前
哨地としてオセアニアへと植民してきたと
いう仮説が定説化しつつあるが、その具体的
な地域がまだ判明していない。その要因の一
つにも、東南アジア海域世界の中でもオセア
ニアにもっとも近いウォーラシア海域にお

ける考古学研究の遅れが指摘されてきた。と
くにニューギニア島に隣接し、ウォーラシア
海域の中心部にあたるマルク諸島での考古
学調査の少なさが、その重要性に反して際立
っていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではこのウォーラシア海域で新た
な発掘調査を実施することで、人類がこの海
域へと登場してくる更新世後期から完新世
期における人類の海洋適応、海を越えた島々
への移住戦略、そして移住先の島での資源利
用に関わる動態的な歴史を、長期的かつ人類
史的な視点より多角的に検討・解明すること
を目的とした。 
 より具体的には、ウォーラシア海域の中で
も最も研究が遅れている北マルク諸島を対
象とし、発掘を含む考古学的調査を実施する
ことで、（１）北マルク諸島への人類の移住
時期と移住ルート（更新世後期～完新世期）
の検討、（２）初期移住期からその後の時代
における各島での資源利用と生業戦略の歴
史過程の解明、（３）長期的な沿岸環境の変
化と人類による海洋適応の相関性とその歴
史過程に関する検討を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究の方法論的な特色はいくつかある
が、まず指摘できるのは遺跡の発掘だけでな
く、海産資源の利用と密接にかかわる魚類や
貝類遺存体を対象とした様々な研究や、現代
の漁撈や採集活動を対象とした民族考古学
的研究のアプローチ等、複合的な手法より取
り組む点にある。 
 二つ目に、本研究は地域研究の視点から実
施される考古研究の性格をもつ点でユニー
クである。このため調査地ではインドネシア
語を使用するほか、発掘調査の前後に遺跡周
辺の村落での漁撈や農耕活動を対象とした
生業調査（観察・インタビュー調査）の実施
をすることで、発掘資料のみでなく、現在を
対象とした民族考古学的データの収集もお
こない、多角的に検討する。 
 本研究は、先行研究がきわめて限られてい
たマルク諸島においては、日本人研究者によ
る最初の考古学調査ともなった。ウォーラシ
ア海域全体においても、その研究数はまだ少
ない上、日本人研究者による調査は、申請者
によるタラウド諸島での考古調査しかなか
った現状があった。このため現時点で考古学
的に検討できる情報は極めて少ないという
制約があるものの、その端緒を開くという点
において大きな意義をもつものであること
は改めて強調できよう。 
 
４．研究成果 
 本研究では当初の計画通り、インドネシア
の北マルク諸島において遺跡発掘調査と遺
跡踏査を実施することができた。このうち踏
査を実施できたのは、モロタイ島、ハルマヘ



ラ島、カヨア島、カシルタ島、バチャン島で
あり、実際に発掘調査を実施でき 
たのは、モロタイ島のアルマナラ岩陰遺跡と、
ハルマヘラ島北東部のゴルア遺跡の２遺跡
である（図 1）。その結果、モロタイ島のア
ルマナラ岩陰遺跡からは、大量の人骨のほか、
動物骨、魚骨、貝類、貝製品やインド産の可
能性がある青ガラス製腕輪やビーズ等、多様
な副葬品と想定される遺物が出土した。 

 
 図 1 ウォーラシア海域と主な遺跡 
 
 一方、ゴルア遺跡からの出土遺物の多くは
土器と石器類で占められ、人骨や動物骨の出
土は極めて限られたが、最も深い部分で約
4.5m もの堆積が確認された。いずれの遺跡も
出土した炭化物、骨、貝類遺存体から炭素年
代測定を行ったが、興味深いのは、どちらの
遺跡もその最も古い形成年代は BP2200 年前
後とほぼ一致している点にある。これはウォ
ーラシア海域における時代的には、後期新石
器時代から初期金属器時代に相当する年代
であり、人々のさらなる海洋適応や移住・拡
散のプロセスを検討する上でも重要な時期
に相当する。そこでここでは、これら発掘し
た2遺跡の出土状況や発掘成果について簡潔
に紹介したい。 
 
１：アルマナラ岩陰遺跡 
 アルマナラ岩陰遺跡は、モロタイ島東南岸
から約 150m 内陸、海抜約 5m の地点に位置
する石灰岩によって形成された遺跡である。
また岩陰は、開口部の長さが約 16m、高さ約
6m、内壁までの広さが約 7mで、内部の推定
面積は約80m2におよぶ。この岩陰遺跡は2012
年に報告者と国立インドネシア中央考古学
研究所（マナド考古支局・アンボン考古支局）
による共同調査により、1 × 1 mのグリッドを
設置したうえで、合計 10 m2を発掘し、最深
で 1.8 mの 4層からなる堆積層を確認した（図
2）。 
 このうち遺物が最も集中したのは下層と
なる第 3層、および 4層であり、その多くが
二次埋葬による人骨群と甕棺土器を含むそ
の副葬品であった。とくに人骨は岩陰の開口
部に位置するグリッド B4の下層（3層）での
出土量が最も多く、副葬品もここに集中して
いた。遺跡全体で出土した人骨約 42000 点

(NISP 数)のうちの約 50％に相当する 20000
点がこのグリッドから出土している。 
 
 
図 2 アルマナラ岩陰遺跡と発掘グリッド 

 
 また出土した人骨は二次埋葬骨である上
に、過去における岩陰内での人間活動によっ
て部分的に攪乱の影響も受けている可能性
が高く、部位として完形で出土したのは歯や
指骨などの比較的小さいものばかりで、その
多くはバラバラに破損した状態であった。遺
跡からの人骨出土数（NISP）が極めて多い理
由もここにある。 
 一方、岩陰のより内部に位置するグリッド
からは逆に上層より多くの人骨が集中する
傾向が確認された。また埋葬以外の人間活動
としては、とくに上層からは多数の貝類遺存
体やネズミや鳥類といった小動物を中心と
する動物遺存体がより集中的に出土してい
ることから、遺跡が一時期的なキャンプ地と
しても利用された可能性が想定される。これ
まで得られている年代測定の結果もこうし
た状況を支持するものであった。現在、計 10
点の炭素年代が得られているが、このうちグ
リッド B4 の 3 層より出土した人骨や歯から
直接的に得られた炭素年代値は、いずれも
2088±18 BP年、2086±19 BP 年、1927±18 BP 年
であり、較正年代値で BC169～AD55 年の間
に埋葬された可能性が高い。同じく B4 の 3
層より出土したヤコウガイ片の年代も
2375±18 BP 年となり、較正年代では BC139
～AD27 年と人骨の年代とほぼ一致した。こ
れらの年代値から、遺跡下層に集中する埋葬
は 2200～2000 年前に遡るものであり、大型
の海産貝類や貝製品もこれら古い埋葬に付
随するものであることが指摘できる。この他
に直接的な年代値は得られていないが、B4
の 3層より集中的に出土したガラス製ビーズ
や腕輪の一部、非常に特徴的なトカゲの装飾
文様が描かれる高杯状の土器や箱型の甕棺
土器片らも、これら古い埋葬に伴う副葬品で
ある可能性が極めて高い。 



 これに対し、グリッド C4の上層（2層）よ
り出土したブタの臼歯からは 546±17 BPの年
代が得られ、これは較正年代で AD1392～
1426年となり、下層における埋葬人骨らより
もかなり新しい時代のものであることが判
明した。このほかに C5,6の 2層より出土した
木炭からも 371±17 BP年や 328±19 BP年の新
しい年代値が得られており、これらの較正年
代は AD1450～1603年とブタの年代幅とほぼ
一致している。またグリッド D6 の上層から
出土した木炭からは、その較正年代が AD861
～973 年の年代値も得られており、遺跡が複
数の時代にまたがって利用された可能性が
年代値からも確認された。 
 したがって、アルマナラ岩陰遺跡の中層か
ら上層にかけては A.D800～900 年前後（9～
10世紀）、および AD1450～1603年（15世紀
中葉～17世紀）と複数の時代に利用されたと
考えられる。こうした後世における利用の中
にも埋葬としての利用があった可能性は高
いが、現時点ではその詳細については不明で
あり、埋葬事例として確実なのは、2200～
2000 年前の初期金属器時代に相当する時期
のもののみということになる。ただしアルマ
ナラ遺跡からは金属器はほとんど出土して
おらず、僅かに青銅製品が 1点、上層表面で
確認されたのみであった。しかし副葬品とし
てガラス製ビーズや腕輪が出土している点
や、新石器時代後期から金属器時代初期にか
けて出現したと考えられている甕棺土器が
出土したことから、本遺跡の下層における埋
葬は明らかに初期金属器時代ものであるこ
とが確認できた。 
 こうしたアルマナラ岩陰遺跡において注
目される遺物は、コバルト、緑、褐色の三色
からなるガラス製ビーズとコバルト色のガ
ラス製腕輪、そして甕棺土器群である。この
うちガラス製品については、福岡県文化財保
護課の比佐陽一郎氏の協力により、蛍光 X線
分析法による材質調査と顕微鏡観察を実施
した。 
 その結果、緑色のガラスビーズが、インド
パシフィックビーズとしても知られる高ア
ルミナタイプのソーダ石灰ガラスである可
能性が高いのに対し、コバルト色のガラスビ
ーズはカリウム(K)が特徴的に検出される一
方、アルミニウム(Al)やカルシウム(Ca)のピ
ークが低く、カリガラスとしての特徴を持っ
ていることが明らかとなった。 
 またガラス製腕輪の方は、１点は低アルミ
ニウムソーダ石灰ガラスである可能性が高
いのに対し、残りの２点は分析箇所によって
カリウムとカルシウムの量が異なるため、現
時点では同定が困難との結果であった。ここ
で特筆すべきはアルマナラ岩陰遺跡出土ガ
ラスビーズの多くが、マンガンと鉄を多く含
むコバルト着色のカリガラスで占められて
いた点であり、このことは良質なマンガンの
産地でもある中国との関わりを連想させる。
しかしその一方で、数は少ないものの東南ア

ジアではより一般的なソーダ石灰ガラスも
出土していることは、複数の産地をもつガラ
ス製品が、複数の海上ルートにより当時のモ
ロタイ島に流入していた可能性も示唆して
いる。 
 次に甕棺土器群であるが、出土した中でも
最も特徴的であったのが、（１）人面と上半
身の装飾文様をもつ箱型の甕棺と（２）トカ
ゲと推測される装飾文様が複数、椀部と脚部
の両方に装着された高杯状の土器である。こ
のうち前者は蓋付きの甕棺で、人型の装飾も
この蓋の部分に認められた。残念ながら完形
ではなく、出土したのは全体のほんの一部の
みであり、甕棺の正確な全長は復元できてい
ないが、横の長さが 30cm 以上になることは
蓋の厚さや土器片の大きさからも推測でき
る。一方、箱型甕棺はフィリピンのパラワン
島タボン洞穴群でも確認されており(Fox 
1970)、時期的にも近く共通性の高さが指摘
できる。 
 また甕棺に人面や人型の装飾が施される
点についても、パラワン島のマヌングル洞穴
から出土した人間と舟のモチーフが装飾さ
れた甕棺土器や、ミンダナオ島のアユブ洞穴
遺跡で発見された多数の人間型甕棺土器
（Dizon and Rey 1996）に代表されるように、
フィリピン諸島の甕棺との共通性を改めて
指摘できる。 
 しかし人面の特徴は、アルマナラ遺跡出土
のものと、これらフィリピン諸島出土のもの
ではあまり類似性が見られず、また上半身の
描き方においても類似性は認められない。む
しろ人面の特徴は、スラウェシ中部のナプ、
ベソア、バダ地域に分布する支柱状の石像に
描かれた人面との共通性が極めて高い。また
両腕が万歳をしているように上方に広げて
描く図像は、北スラウェシに広く分布するワ
ルガによく見られる人間モチーフの描き方
との共通性も認められる。これらのメガリス
やワルガも、その古いものは約 2000 年前ま
で遡ることを考慮するなら、スラウェシから
北マルク諸島にかけて普及していた人面モ
チーフが、スラウェシ中部ではメガリス、北
スラウェシではワルガとして表現され、北マ
ルクのモロタイでは甕棺として表現された
可能性は改めて検討する余地があるであろ
う。 
 同じくその可能性を示唆するのが、トカゲ
の装飾が施された高杯型土器である（図 3）。
管見の限りでは、このような複数のトカゲの
装飾が施され、さらにその表面に多数の円形
土製板を装着するという独特の手法をもつ
土器は、どの時代のものであれインドネシア
において確認されたことはなく、極めて珍し
い土器であることは間違いない。またインド
ネシアに限らず、その周辺のフィリピン諸島
やニューギニア、オセアニア域においても類
似した土器は確認できなかったため、現時点
ではこうした土器やその製作技術がどのよ
うな系譜によるものかは不明な点が多い。 



 
図 3 トカゲの装飾が施された高杯型土器 
 
 しかし、モチーフにおける類似性からは、
やはりスラウェシ北部・中部との関係をまず
検討する必要があろう。以上、アルマナラ岩
陰遺跡の発掘においては人骨や副葬品を中
心に多くの遺物が出土し、またその分析結果
は、多くの可能性を示唆するものとなった。
またその研究成果の一部はすでに国際学会
や国内学会・研究会において公表してきたが、
今後もさらなる分析、比較調査を継続しつつ、
その成果を発信していきたい。 
 
2）ゴルア遺跡  
 ゴルア遺跡はハルマヘラ島北島岸のトベ
ロ地区、ゴルア村に位置する開地遺跡で、ほ
ぼ村の全域にわたって分布している。本研究
ではこのうち計４箇所（ゴルアⅠ～Ⅳ）で試
掘調査を実施し、現海岸より約 50-200mの範
囲での遺跡状況を確認した。各遺跡の発掘面
積は、ゴルアⅠが 8 m2、ゴルアⅡが 6 m2、ゴ
ルアⅢが 2m2、ゴルアⅣが 4 m2で、総発掘面
積は計 20 m2である。 
 これらの試掘調査の結果、とくに現海岸線
に近いほど遺跡の堆積層が厚くなり、また遺
物の混入率も高くなることが確認された。た
とえば海岸線近くに位置するゴルアⅠやゴ
ルアⅣ遺跡では、計 10層におよぶ約 4.5mの
堆積層が確認された。その一方、より内陸に
位置するゴルアⅡ遺跡では計 6層が確認され、
最下層の深度は約 3ｍであった。こうした堆
積状況の相違は過去における人間活動のみ
でなく、海岸低地という地理的環境による違
いも反映している可能性がある。なおゴルア
Ⅰ・ⅣとゴルアⅡのほぼ中間に位置するゴル
アⅢでは遺物がほとんど出土せず、この地点
は遺跡の分布範囲外に当たることも確認さ
れた。 
 各遺跡からの出土遺物については共通性
が見られ、その多くは土器片と石製品によっ
て占められている。特に注目されるのは土器
群で、無紋に赤色スリップやその一部に黒色
の彩色が施される土器が主流であった。有文
土器片も少なくなく、その多くは赤色スリッ
プの施された表面や口縁上に線刻や蕨目文
の入るタイプで占められている。全体的な印
象としては、インドネシアやフィリピンにお

ける後期新石器時代期から初期金属器時代
期における土器群との類似性が高いが、遺跡
出土の炭化物より得られた炭素年代の値も、
較正年代で233-160BC年等とこれを支持する
ものであった。 
 またこれらの年代値は先のアルマナラ岩
陰遺跡における最古の埋葬年代ともほぼ一
致するものであり、両遺跡はほぼ同時代期に
形成された可能性が高い。その結果、本研究
において実施した発掘調査の成果としては、
北マルク諸島における後期新石器時代期か
ら初期金属器時代期における物質文化、およ
び人類集団の移住や埋葬、海上交易に関連す
る考古データの収集と分析において大きな
進展と貢献を果たすものと評価できよう。 
 特にゴルア遺跡より出土した多様な土器
群と、約 2000 年間における 4m 以上に及ぶ堆
積層の存在は、この地域における土器編年を
組み立てる上で、大きな可能性を持っており、
今後の更なる詳細な研究が求められる。時間
的な制約の関係上、まだこれら大量に出土し
た土器群の詳細な分析は完了していないが、
今後の分析により土器編年の確立を目指し
たい。 
 なお本研究における発掘では、残念ながら
後期更新世や完新世初期に遡る遺跡を発掘
することはできなかったが、本研究において
実施した遺跡踏査では、数多くの洞窟・岩陰
遺跡を発見・確認することができており、こ
れらの中にはより古い時代に遡る人類の痕
跡を残す遺跡が含まれている可能性が極め
て高い。これら新たに発見された遺跡群の考
古学的調査も今後の課題であり、本研究を端
緒とし、インドネシア研究者との共同研究と
して、今後も北マルク諸島やスラウェシ島を
中心に、ウォーラシア海域での総合的研究を
継続していきたい。 
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